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状況設定

自己適応ソフトウェアのための

ソフトウェア開発プロセス

実行時に起こる環境の変化にソフトウェアはどのようにして

耐えるのでしょうか？

自己適応ソフトウェアは，(1)利用環境の変化を検知し，(2)ど

のような変更が必要かを決定し，(3)自分自身を変更する機能

を予めソフトウェア自身に組み込むことによって，実行時の変

化 に 可 能 な 限 り 耐 え る よ う 自 動 で 動 作 し ま す ．

本発表では，このような自己適応ソフトウェアのつくり方

(分析・設計)に関する研究を紹介します．

研究内容

どんな研究？ 何がわかる？

自己適応ソフトウェア開発では，ソフトウェアが提供する機能

を表す”アプリケーションロジック”に加え，変化に対してソフト

ウェアをどのように変更するかを表す”適応ロジック”を開発す

る必要があります．本研究では，”アプリケーションロジック”を

実現するための従来のソフトウェアのつくり方を拡張し，

”適応ロジック”の実現も含めた，自己適応ソフトウェアのつく

り方を明らかにします．
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自己適応ソフトウェアとは？ 自己適応ソフトウェアの構成

このようなソフトウェア
をどうつくる？

“正しさ”が保証された適応を行う自己適応ソフトウェア開発
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離散制御器合成技術

要素技術
実行時更新の制御

形式的に定義環境モデルと要求モデルから，
質的要求を満たすように環境を制御する
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仮説形成の技術を用いて，実行履歴を説明可能な
有力な仮説を発見し，環境モデルを更新
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応用事例

倉庫管理システム

要素技術
分割された環境モデル間での共更新
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分割

モデル
更新

モデルを分割し，個別に制御することで状態爆発を避ける
→モデルを横断した変化に対する安全性は保証できない

e.g.	衝突の危険性
→ソフトウェアの実行時更新技術を応用し、

各モデルの共更新を安全に行うソフトウェアを合成
環境変化により障害物による

移動の失敗や荷物の受け渡しの
失敗が起きうるように


